
国

語一

学

史

史

国
語
学
史
の
研
究
を
展
望
す
る
に
あ
た
り 、
ま
ず
そ
の
研
究
領
域
に
つ
い
て

一
言
述べ
て
お
き
た
い 。

言
わ
れ
る
ど
と
く 、
国
語
学
史
を
学
説
史
研
究
に
限
れ
ば 、
古
代・
中
世
の

事
項
は
ほ
と
ん
ど
対
象
外
と
な
る
し 、
絶
対
的
価
値
基
準
を
摘
用
す
れ
ば 、
近

世
の
も
の
で
も
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い 。
と
な
れ
ば 、
学
問
自
体
に
とっ
て
も
自

縄
自
縛
と
な
る
お
そ
れが
あ
る 。
国
語
に
対
す
る
意
識
の
歴
史
と
規
定
す
れ

ば 、
国
語
観
に
つ
ら
な
る
有
意
識
的
記
述
が
対
象
と
なっ
て
く
る 。
た
だ
し 、

中
世
以
前
で
は
断
片
的 、
かつ
非
体
系
的
で
あ
る 。
そ
れ
ら
は
常
に
文
語
理

解 、
す
な
わ
ち
記
述
者
の
古
語
把
握
の
体
系
そ
の
も
の
と
微
妙
に
関
連
し 、
同

時
に
当
代
口
語
を
背
景
に
持つ
存
在
で
あ
る 。
学
史
研
究
が 、
記
述
者
の
内
面

に
入っ
て 、
そ
乙
か
ら
学
説
の
展
開
の
過
程
を
引
き
出
す
必
要
を
偶
有
し
て
い

る
と
す
れ
ば 、
古
代
人
の
言
語
観
の
成
立・
展
開
は 、
前
記
の
点
を
考
慮
し
て

、
そ
の
規
範
意
識
を
介
しつ
つ
引
き
出
さ
れ
ね
ば
な
る
まい 。

近
世
以
降
に
お
い
て
も
方
法
的
に
は
異
な
る
所
は
な
い 。
学
説
自
体
の
成
長

に
従っ
て 、
体
系
的
な
面
が
大
き
く
なっ
て
も 、
依
然
国
語
意
識
に
関
す
る
洞

察
は
必
要
で
あ
ろ
う 。
乙
の
場
合 、
学
史
研
究
者
と 、
そ
の
対
象
た
る
記
述
者

学韮問国

佐

智

明

田

と
の
合
作
に
な
る
研
究
に
変
じ
な
い
よ
う
自
戒
し
た
い
と
考
え
る 。

つ
ま
り 、
国
語
学
史
研
究
は 、
基
本
的
に
は
日
本
語
に
対
す
る
意
識
的
発
言

を
な
し
た
資
料 、
と
く
に
体
系
的
な
記
述
を
対
象
と
し 、
そ
の
基
盤
た
る
学
問

的
環
境
等
に
留
意
しつ
つ 、
そ
れ
ら
の
記
述
な
い
し
学
説
の
形
成・
成
立・
展

開
の
様
相
を
追
究
す
る
乙
と
に
ある 。
ゆ
きつ
く
とζ
ろ 、
国
語
学
史
は 、
研

究
者
の
史
観
に
も
と
づ
く
対
象
事
項
の
評
価
を
伴
な
う
もの
で
は
あっ
て
も 、

少
く
と
も
近
世
以
前で
は 、
充
分
な
る
実
態
記
述
と
解
釈
が
先
行
す
る
の
が
現

状
で
あ
る 。
か
か
る
視
点
か
ら 、
国
語
学
史が
国
語
史
と
か
か
わ
り 、
相
互
に

寄
与
する
道が
ひ
ら
け
て
く
る
と
思
う 。

乙
の
二
年
間
の
研
究
動
向
を
見
る
に 、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
た 。

①
本
居
学
派
系
統
の
研
究
が
中
心
で
あ
る 。
②
系
統
的
通
史
研
究
が
著
し
く
な

っ
た 。
③
影
印
資
料
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た 。
以
下
例
に
よっ
て
単
行
本
か
ら

触
れ
て
ゆ
く 。

江
湖
山
恒
明
『
上
代
特
殊
仮
名
遣
研
究
史』
(
明
治
書
院 、
昭
日・
1) 、
島

岡田国
彦
『
国
語
に
お
け
る
自
動
詞
と
他
動
詞』
(
問 、
昭
日・
4) 、
杉
本つ
と

む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
E
ll対
訳語葉集および辞典の研
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究
ll』

(
早
大
出
版 、
昭
臼・
3) 。
い
ず
れ
も
通
史
的
研
究
に
な
る
大
著
で
あ

る 。
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
研
究
史」
に
つ
い
で
は 、
馬
淵
和
夫
氏
の
書
評
に
譲

る 。
(『
国
語
学』
山)
な
お
言
え
ば 、
橋
本
進
吉
の
条
な
ど 、
故
人
の
思
考
過

程 、
学
的
環
境
を
細
か
く
あ
と
づ
け
し
よ
う
と
す
忍
点 、
掬
す
べ
き
で
あ
ろ

う 。
同
氏
「
拙
著
の
補
訂」
(『
鶴
見
大
紀
要』
問 、
昭
日・
3)
も
参
考
に
な

る 。『
国
語
に
お
ける
自
動
詞
と
他
動
詞』
は 、
「一
歩」
か
ら
佐
久
間
鼎
ま
で
自

他
の
認
識
の
史
的
展
開
を
叙
述 、
次
い
で
詞
の
通
路
の
自
他
説
を
特
立
詳
述

し 、
春
庭
の
論
を
称
揚
す
る 。
明
治
以
降
の
学
説が 、
西
洋
文
法
的
発
想
に
影

響
さ
れ
て
国
語
に
適
し
な
い
二
値
的
見
方
を
し
よ
う
と
す
る
点
を
厳
し
く
批
判

す
る 。
と
の
研
究
は 、
自
他
に
か
ん
す
る
叙
述
を
引
用
し 、
論
評
し
つ
つ
展
開

さ
れ
て
お
り 、
詳
密
で
着
実
な
実
証
を
伴
な
う 。
国
語
の
自
他
論
は
多
い
が 、

通
史
的
な
研
究
に
立っ
た
氏
の
識
見
は
ひ
と
き
わ
重
厚
で
あ
る 。
な
お
加
え
れ

ば 、
成
章
と
宣
長
か
ら
春
庭へ
の
質
的
転
換 、
す
な
わ
ち
自
他
論
が
動
詞
中
心

に
転
じ
た
と
き 、
国
語
研
究
の
重
要
な
部
分
が
除
外
さ
れ
た
事
を
無
視
で
き
な

い 。
記
伝
そ
の
他
の
自
他
の
記
述
を
含
め
て 、
そ
の
聞
の
事
情
を
明
ら
か
に
し

た
い 。
ま
た 、
「
る・
ら
る」
な
ど
所
謂
関
係
構
成
に
あ
ず
か
る
語
群
の
問
題 、

自
他
↓
人
称
↓
待
遇
表
現
あ
た
り
の
説
の
扱い
に
不
明
確
な
も
の
を
見
受
け
ら

れ
た 。『

蘭
語
学
の
成
立
と
展
開』
は 、
蘭
語・
蘭
文
の
形
態・
構
造
を
中
心
と
し

た
研
究
に
つ
い
て
の
考
察
に
つ
づ
く
第
三
部
で 、
関
学
者
た
ち
の
訳
編
に
か
か

る
語
葉
集
辞
典
に
つ
い
て
の
全
体
的
展
望
と
史
的
考
察
で
あ
る 。
第
四
部
を
も

予
定
さ
れ
て
お
り 、
い
ず
れ
別
途
に
書
評
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う 。
同
氏
の

論
文
集
『
杉
本つ
と
む
日
本
語
講
座l
l
7
巻』
(
桜
楓
社 、
昭
臼・
ロ
t)
が

あ
り 、
異
体
字・
方
言・
蘭
語
学
な
ど
に
分
け
て
一再
編 、
補
訂
を
加
え
て
あっ

て 、
参
考
に
な
る 。

国
語
学
会
編
『
国
語
学
史
資
料
集
l|図録と解説
|l』

(
武
蔵
野
書
院 、
昭

日・
4)
は
紹
介
ず
み 、
(『
国
語
学』
川 、
前
田
宮
線
氏) 。
と
り
あ
げ
ら
れ

た
資
料
名
は 、
学
界
で
の
学
史
研
究
領
域に
対
す
る
通
念
の
所
在
を
示
す乙
と

に
な
る 。
西
国
直
敏
『
資
料日
本
文
法
研
究
史』
(
桜
楓
社 、
昭
日・
4)
も

テ
キ
ス
ト
用 、
各
資
料
に
簡
単
な
解
説
をつ
け
あ
り 、
便
利
で
あ
る 。
と
の
ほ

か
学
史
に
も
か
か
わ
る
研
究
と
し
て 、
山
田
俊
雄
『
日
本
語
の
辞
書』
(
中
公

新書、
昭日・
2)、
小松英雄『いろは・った
|日本語史へのいざない
|l』

同 、
昭
日-
m)
を
あ
げ
て
お
き
た
い 。

以
上
の
ほ
かの
単
行
本
は
雑
誌
論
文
に
ふ
れ
る
な
か
で
必
要
に
応
じ
て
紹
介

す
る 。
記
念
論
文
集
所
収
の
も
の
も
同
様に
扱
う 。
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雑
誌
論
文
に
移
る 。
ま
ず
文
法
に
関
す
る
も
の 。

尾崎知光「手商葉大概抄の伝流につ
い
て
|鈴木腺から時校学説にいた

る
||」
λ
愛
知
県大
『
文
学
論
集』
幻 、
昭
臼・
3)
は 、大
概抄
の
テニ
ハ

の
概
念
を
検
討
し 、
乙
と
ば
の
中
に 、
詞
的 、
テニ
ハ
的
の
二
要
素
が
あ
る
と

考
え
た
乙
と 、
乙
の
考
え
が
鈴
木
股・
時
枝
誠
記
と
根
源
に
お
い
て
通
じ
る
と

説
か
れ
る 。
し
か
し 、
三
者
同一
で
は
な
い
所
に
重
要
な
カ
ギ
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あっ
て 、
根
来
司
氏
は 、
大
概
抄に一
手つ
テニ
ハ
の
表
現
論
的
な
部

分
を
切
捨
て
て
いっ
た
所
に
時
枝
説
が
成
立
し
た
と
云
わ
れ
る
(『
手
爾
葉
大

概
抄
手
商
業
大
概
抄
之
抄』、
和
泉書
院 、
昭
日・
8 、
解
説)
が 、
な
お

問
題
は
残
る
と
思
う 。

佐
藤
宣
男
「『
古
今
和
歌
助
辞
分
類』
と
テニ
ヲハ
E 、
ーl『助辞の疑はしき

もの』
について
||」(『藤

女
子
大・
藤
女
短
大紀
要』
日
|1、
昭
日・
1) 、「
古



史

今
和
歌
助
辞
分
類
の
分
類
意
識」
(
向
上
m
l
l 、
昭
日
・
1) 、

前
者
は
当
代

諸
説
と
対
比
し
つ
つ
論
じ 、
注
釈
的
意
義
を
も
有
す
る
研
究 。
後
者
は
分
類
意

識
と
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
る 。
童
翫
抄 、
八
重
垣
な
ど
氏
の
労
作
に
よ
っ

て

成
章・
宣
長
以
前
の
テ
ニ
ハ
研
究
が
次
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。
今
後
は

一
層
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る 。

新
川
正
美
「
て
に
は
網
引
網
と
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
lぺ1
稿
本
あ
ゆひ
抄ノ
lト
ll」

(
香
川
大
『
国
文
研
究』
4 、
昭
日
・
9)
は 、
あ
ゆ
ひ
抄
の
研
究
が
あ
び
き

づ
な
説
を
意
識
し
て
す
す
め
ら
れ
た
乙
と
を
内
部
徴
証
か
ら
証
し
よ
う
と
す

る 。
積
極
的
な
き
め
手
が
欲
し
い
所
で
あ
ろ
う 。

成
章
関
係
で
は
同
氏
「
富
士
谷
成
章
と
本
居
宣
長
llあ

ゆひ
抄の
紐鏡
受
容につ

い
て
ll」

(
香
川
県
高
国
研『
国
語』
む 、
昭
日
・

日)
〈
香
川
大
国
文
に
も
同
じ

テ
!

?
の
研
究
が
あ
る
〉
は 、
「
う
ち
あ
ひ」 、
「
廃・
廃
伏」
な
ど
の
説
は 、
成

章
学
説
の
必
然
的
発
展
で
あ
る
と
し 、
水
野
清
「
鈴
木
肢
に
よ
る
宣
長・
成
章・

両
学
派
の
合
流」
(『
文
莫』
1)
を
批
判
す
る 。
穏
当
な
意
見
で
あ
る
が 、
成

章
が
紐
鏡
を
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
か
ど
う
か 、
両
者
の
関
係
が
な
ぞ
に
包
ま

れ
て
い
る
だ
け
に 、
ま
だ
論
議
を
呼
ぶ
問
題
で
あ
ろ
う 。
カ
イ
ザ
l・

シ
ュ

テ

フ
ァ
ン
「『
あ
ゆ
ひ
抄
に
於
け
る口問
詞
『
事』
に
つ
い
て」
(『
国
語
と
国
文
学

日
1
3 、
昭
日
・
3)
は 、
成
章
の
ワ
ザ
・

事
の
遠
い
を
め
ぐ
っ

て 、
動
詞
の

下
位
分
類
た
る
「
ワ
ザ
・

勢・
恩」
に
注
意
し
つ
つ 、
学
説
の
発
達
過
程
を
見

る 。
ワ
ザ
消
滅
の
理
由
な
ど
考
え
た
い
点
が
あ
り 、

総
じ
て
竹
岡
説
の
枠
か
ら

多
く
出
て
い
な
い 。

宣
長
に
つ
い
て
は 、
尾
崎
知
光
「
本
居
宣
長
の
初
期
て
に
を
は
研
究
へ
の
過

程」
(
愛
知
県
大
『
文
学
論
集』
路 、
昭
日
・
3)
は 、
明
和
以
後 、
二
十一
代

集
校
合
作
業
の
中
で 、
宣
長
の
テ
ニ
ヲ
ハ
説
と
く
に
係
結
び
説
が
形
成
さ
れ
た

ζ
と
を 、
「
玉
の
緒
稿」
と
の
関
連
か
ら
説
く 。

誌
に
注
目
す
べ
き
研
究
で 、

学語国

詳
細
な
跡
づ
け
を
期
待
し
た
い 。
湯
浅
茂
雄
「
古
事
記
伝
に
お
け
る
体・
用・

辞」
(
上
智
大
『
国
文
学
論
集』
ロ 、
昭
日
・
1)
は
彼
の
文
法
論
的
認
識
の

高
ま
り
を
指
摘
す
る 。
既
に
故
笹
月
清
美
氏
の
「
本
居
宣
長
の
研
究」
ほ
か
の

研
究
が
あ
る
テ
1

7
で
あ
る
が 、
氏
は
数
量
的
処
理
を
加
え
て
認
識
の
度
合
を

見
ょ
う
と
し
た
趣
で
あ
る 。
体
系
化
面
で
の
宣
長
の
欠
除
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
る
所
で
あ
る
が 、
体
系
に
関
す
る
数
多
の
ヒ
ン
ト

が
後
学
に
託
さ
れ
た
と
い

う
傾
向
を
認
め
る
と
と
は
許
さ
れ
よ
う 。
高
瀬
正一
「
古
今
集
遠
鏡
と
詞
の
玉

緒
に
つ
い
て」
(
愛
知
教
大
『
国
語
国
文
学
報』
缶 、
昭
臼
・
3)
は 、
玉
の

緒
の
説
と
例
証
歌
を
遠
鏡
の
同一
歌
の
俗
語
訳
と
比
較
す
る 。
か
か
る
場
合 、

両
著
の
成
立
年
代
の
差 、
論
と
訳
と
で
の
表
現
差
が
か
ら
ん
で
く
る 。
と
も
あ

れ 、
尾
崎・
湯
浅
氏
の
方
法
と
並
ん
で 、
宣
一長
に
迫
る
重
要
な一
方
法
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る 。

「
詞
っ
か
ひ」
に
つ
い
て
は 、
渡
辺
英
二
氏
の
着
実
な
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い

る 。
氏
は
同
書
の
翻
刻
を
『
富
山
大
教
育
学
部
紀
要』
お
(
昭
臼
・
3) 、

お

(
昭
日
・
3)

幻
(
昭
日
・
3)
〈
継
続
中
〉
に
発
表
さ
れ
る一
方 、
「『
詞
っ
か

ひ』
の
天
語・
地
語・
春
語・
秋
語」
(
北
大
『
国
語
国
文
研
究』
印 、
昭
日・

2) 、
「
所
語・
有
語・
令
語
の
論
||飼っ

かひの
活用
体
系
||」

(『
文
莫』
4 、

昭
日
・
8)
を
発
表
さ
れ
た 。
常
昭
が 、
天・
地
よ
り
春・
秋
へ
と
研
究
を
進

展
さ
せ 、
春・
秋
に
属
す
る
所・
令・
有
語
を
動
詞
活
用
の
形
態
変
化
形
と
共

に
意
義
に
応
ず
る
添
加
(
形)
と
し
て一
活
用
表
に
位
置
づ
け
た
乙
と
な
ど
論

じ 、
紐
鏡
と
春
庭
を
つ
な
ぐ

本
書
の
位
置
を
確
か
め
よ
う
と
さ
れ
た 。

春
庭
で
は 、
島
田
昌
彦
「
本
居
宣
長
『
詞
の
通
路』
の
詞
天
匁
乎
波
の
か、

る
所
の
事」
(『帥
絹
時針
国
語
学
論
集』 、
昭
日
・
2)
は 、
春
庭
の
文
構
造

論
と
し
て 、
標
題
に
か
ん
す
る
春
庭
の
証
例
を
帰
納
し 、
か
か
り
か
た
に一
定

の
基
準
を
認
め
て
い
る
と
論
ず
る 。
春
庭
説
と
島
田
説
と
の
境
界
が
不
明
な
点

9 



も
あ
る 。
ほ
か
に
尾
崎
知
光
「
道
廼
佐
喜
草
は
春
庭
の
著
に
非
ざ
る
ζ
と」

(『
国
語
と
国
文
学』 、
昭
日・
7)
は
鮮
や
か
な
論
定 。

鈴
木
股
関
係
で
は「
文
莫」
3
・
4
号
中
心
に
論
考
が
多
い 。
佐
藤
茂
「『
鈴

木
股』
に
つ
い
て
の
寸
感」
(『
文
莫』
3 、
昭
日・
7)
は
般
研
究
現
況
か
ら

さ
ま
ざ
ま
の
問
題
を
提
起
す
る 。
水
野
清
「
鈴
木
肢
の
借
書
簿」
(『
文
莫』4 、

は
基
礎
資
料 。
そ
の
他
同
誌
に
資
料
紹
介
が
な
さ
れ
る 。
単
行
本
で 、
杉
浦
笠

治
『
鈴
木
股
||人と学問』

(
鈴
木
股
学
会 、
岡
田
・
6)
に
は
離
屋
学
訓
と
そ

の
附
釈
が
あ
る 。
篤
胤
と
の
関
係
に
も
言
及
す
る 。
な
お
竹
本
義
明
「
て
に
を

は
紐
鏡
か
ら
詞
の
八
街
ま
で」
(『
高
大
国
語
教
育』
路 、
昭
臼
・

ロ)
も
あ

る 。
敏
密
な
実
証
が
俊
た
れ
る
論 。

近
世
末
期
で
は 、
小
山
や
す
江
「
義
門
の
国
語
研
究
と
そ
の
言
語
観」
(
早

大
『
国
文
学
研
究』
師 、
昭
臼-
m)
は 、
義
門
が
国
語
自
体
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
研
究
態
度
で
あ
っ
た
乙
と
を
指
摘
し 、
定
格
よ
り
も
て
に
を
は
法

則
の
不
変
性
を
確
信
し
た
乙
と
を
述
べ
る 。
歴
史
的
把
握
の
定
着
に
つ
い
て
論

証
す
れ
ば 、
説
得
力
が
更
に
大
き
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う 。
寺
田
泰
政
「
国
学
者

鎗
有
一飛
の
助
辞
研
究
|助辞本義について
|」

(『胡腕時社
助
詞
助
動
詞
論
叢』 、

桜
楓
社 、
昭
日
・
8)
は
氏
の
鍵
氏
研
究
の
一
つ 。
島
田
昌
彦
「
検
山
由
請

『
活
語
自
在』
の
自
他」
(
金
沢
大
『
法
文
学
部
論
叢』
缶 、
昭
臼・
2)
は
前

出 、
同
氏
著
に
取
入
れ
ら
れ
た 。
春
日
和
男
「
幕
末
に
お
け
る
九
州
の
万
葉
学

||種信と広足
|l」

(『
九
州
文
化
研
究
所
紀
要』
お 、
昭
臼・
3)
は 、
中
央

の
国
学
者
と
の
交
流 、
広
足
ほ
か
の
学
問
を
説
い
て
お
ら
れ
る 。
中
村
幸
彦

「
擬
古
文
論」
(『蹄
4
4味鋭
語
文
芸』 、
桜
楓
社 、
昭
日・
日)
に
は 、
近

世
の
文
章
研
究
史
上
の
多
く
の
課
題
が
提
示
さ
れ
る 。

以
上
の
ほ
か
に
近
世
国
語
学
史
資
料
が 、
勉
誠
社
文
庫
と
し
て
影
印
さ
れ

(
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
が
附
さ
れ
る) 、
ま
た
『
漢
語
文
典
叢
書』
6
巻
(
波
古
書

続)
が
出
て 、
と
も
ど
も 、
研
究
上
の
利
便
が
は
か
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た 。

10 

四

明
治
期
以
降
の
文
法
研
究
で
は 、
第一
に 、
森
岡
健
二
「
明
治
期
文
法
論
の

成
立
||西洋文法と対比の問題
||」

(
上
智
大
『
国
文
学
論
集』
ロ 、
昭
日・
1)

を
挙
げ
た
い 。
「
明
治
の
文
法
論
は
西
洋
文
法
と
対
比
対
照
す
る
作
業
を
通
し

て
組
織
化
さ
れ
た」
と
し 、
そ
の
主
要
な
学
説 、
大
槻・
山
田・
松
下
文
法
に

し
ぼ
っ

て
検
討
さ
れ
た 。
さ
ら
に
大
正
期
以
降
は 、
こ
れ
ら
既
成
の
文
法
学
説

を
検
討
し
て
組
織
さ
れ
る 。
例
え
ば 、
時
校
説
は 、
言
語
過
程
説
に
よ
っ

て
山

田
文
法
を
再
解
釈
し
た
も
の
と
云
う 。
こ
の
よ
う
な
綜
合
的
巨
視
的
視
野
に
立

っ
た
明
治
文
法
論
の
通
史
的
研
究
で
あ
る 。

個
々
の
学
説
研
究
で
は 、
松
下
文
法
の
史
的
一再
評
価
の
試
み
が
著
し
い 。

清
水
彩
「
松
下
文
法
の
位
置」
(『
武
庫
川
国
文』
U
・

目 、
明
日
・
3)
は
橋

本・
時
校
理
論
と
の
関
係
よ
り
論
じ 、
小
矢
野
哲
夫
「
松
下
大
三
郎
の
ア
ス
ペ

ク
ト・
テ
ン
ス
観
||日本俗跨文典と改撰標単日本文法の速い」

(
東
北
大
『
文
芸

研
究』
叩 、
昭
日
・
1)
は
学
説
展
開
を
追
う 。
徳
田
政
信
「日
本
俗
語
文
典

の
特
色
と
史
学
的
意
義」
(
中
京
大
『
文
学
部
紀
要』
U
1
1
・
2 、
昭
日
­

m) 、
仁
田
義
雄
「
松
下
大
三
郎
の
文
法
理
論」
(『
京
都
教
大
紀
要』
A・
拐 、

昭
日
・
9)
は
位
置
づ
け
が
主
眼 。
仁
田
氏
の
は 、
「
橋
本
進
吉
の
構
文
論

||橋本国語学の言語学史的位置づけをもとに
|l」

(
同
上
目 、
昭
日・
3)
な
ど

と
と
も
に
氏
の
近
代
日
本
文
法
理
論
考
察
の
系
列
に
入
る
も
の
と
云
う 。
以
上

の
諸
研
究
は 、
い
ず
れ
も
森
岡
氏
の
論
点
と
併
立
す
る
面
が
あ
り 、
同
時
に
研

究
者
自
身
の
文
法
理
論
と
連
続
す
る
性
格
を
も
っ 。

さ
て 、
特
定
品
詞
を
扱
っ
た
も
の
で 、
鈴
木一
彦
「
教
科
文
典
に
お
け
る

『
接
続
詞』」
(
山
梨
大『
国
文
学
論
集』口 、
昭
日・
3) 、
吉
沢
典
男
「
訳
語
と



史

し
て
見
た
『
助
動
詞(『相
純明社
助
詞
助
動
詞
論
叢』 、
昭
日・
8)
は
西
洋
文

典
の
適
用
か
ら

生
れ
た
品
詞
を
と
り
あ
げ
る 。
他
に 、
尾
上
圭
介「
助
詞
『
は』

研
究
史
に
お
け
る
意
味
と
文
法」
(『
神
戸
大
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集』 、

昭
日
-

m)
は 、
近
世
以
降
の
『
は」
の
認
識
を
通
史
的
に
と
り
あ
げ
る 。

外
国
人
の
日
本
語
研
究
で
は 、
松
下
洗
司
「
中
世
の
日
本
文
典
||ラテン

文
法

の
日
本
語へ
の
適
用を
め
ぐっ
て
||」

(
上
智
大
『
国
文
学
論
集』
路 、
昭
日・
1)
ば 、

ア
ル
パ
レ
ス・
ロ
ド
リ
ゲ
ス・
2
リャ
l
ド
文
典
が 、
一
般
文
法
的
見
地
か

ら 、
ラ
テ
ン
文
法
に
対
応
す
る
日
本
語
形
を
求
め
る
と
い
う
方
式
が
記
述
さ
れ

る
が 、
コ
リ
ャ
l
ド
の
み 、
文
語
の
除
外
等
で
や
や
異
なっ
た
面
を
も
っ
と
説

く 。
こ
れ
に
対
し
阿
部
健二
「
J・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
著
『
日
本
小
文
典』
の
国
語

学
的
価
値」
(『
国
語
と
国
文
学』
日
|4 、

昭
日
・
4)
は 、
小
文
典
の
国
語

学
史
的
価
値
を 、
下一
段
「
蹴
る」
の
発
見 、
動
詞
活
用
の
扱
い
の
進
展
な
ど

で
示
し
た
上
で 、
口
氏
が
日
本
語
探
究
と
い
う
態
度
に
変
じ
た
点
を
指
摘
す

る 。
な
お 、
氏
は
「
小
文
典
試
訳
稿」
を
発
表
さ
れ
て
い
る 。
(
新
潟
大
『
国

文
学
会
誌』
却 、
及
び
同
人
文
科
学
研
究 、
昭
臼
・
3) 。

近
代
で
は 、
古
田
東
朔
「
ア
ス
ト
ン
の
日
本
文
法
研
究」
(『
国
語
と
国
文

学』 、
昭
日・
8) 、
欧
人
の
近
代
文
典
の
な
か
で
の
ア
ス
ト
ン
の
位
置づ
け
を

決
定
す
る 。
同
氏
「
ホ
フ
マ
ン
『
日
本
文
典』
の
刊
行
年
に
つ
い
て」
(
学
習

院
女
短
大
『
国
語
国
文
論
集』
7、
昭
臼
・
3)
は一
八
六
七
t

八
年
に
刊
行

さ
れ
た
と
す
る
同
書
の
出
版
経
緯
を
論
証
す
る 。
ほ
か
に
桜
井
美
智
子
「
言
語

学
の
明
治
草
創
期
に
お
け
る
∞
-
z
・
。
Z
ヨ
宮
ユ
巴ロ」
(
東
京
女
大
『
比
較

文
化
研
究
所
紀
要』
泊 、
昭
日
・
1)
を
あ
げ
て
お
く 。

学語

五

国

語
実
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は 、
展
望
の
性
格
を
考
慮
し 、

国
語
学
史
の

対
象
を
広
め
に
解
し
て 、
関
連
す
る
も
の
を
扱
う 。
ま
ず
辞
書
を
扱っ
た
研
究

を
並
記
す
る 。

福
岡
援
和
「
築
隷
万
象
名
義
の
部
首
配
列
に
つ
い
て」
(『
春
日
記
念』 、
昭

日
・

日) 、
井
野
口
孝
「
新
撰
字
鏡
『
玉
篇
群』
の
反
切
用
字」
(『
文
学
史
研

究』 、
口
・

問 、
昭
日
・
4) 、
林
史
典
「
法
華
経
音
義
に
お
け
る
字
音
分
類
に

つ
い
て」
(『
中
田
記
念』 、
昭
臼
・
6) 。

三
宅
ち
ぐ
さ
「
七
巻
本
世
俗
字
類
抄

に
み
ら
れ
る
出
典
注
記」
(
岡
山
大
『
国
文
論
稿』
6 、
問
日
・
3) 。

安
田
章

「
和
漢
聯
句
と
韻
書」(『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語』
3 、
角
川
書
庖 、
昭
臼・

9) 、
同
「
韻
字
の
書」
(『
国
語
国
文』 、
昭
日・
1) 、
「
語
学
研
究
資
料
と
し

て
の
通
俗
辞
書」
(『
国
語
と
国
文
学』 、
昭
臼
・
5) 、
大
友
信一
「
韻
書
の
系

譜」(『
岡
山
大
法
文 、
学
術
紀
要』
泊 、
昭
臼・
2) 。
木
村
秀
次
「
新
刊
節
用

集
大
金
考
付
∞
ーーその

引
轡
を
め
ぐっ
て
|」

(『
言
語
と
文
芸』
出
・

師 、
昭
臼-

u 、
日・
6) 、
高
梨
信
博
「『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集』
の
考
察
ll

版種

を
中心に
とし
て
li」

(『
国
文
学
研
究』
倒 、
昭
日
・
2) 、
「
和
漢
新
撰
下
学
築

和
漢
初
学
便
蒙
の
考
察」
(『
国
文
学
研
究』
目 、
昭
M
-

m) 、
杉
本
つ
と
む

「『
雑
字
類
編』
小
考
ーーその

成
立
と影
響
||」(『

国
文
学
研
究』
倒 、
昭
臼
・
2) 。

古
屋
彰
「
世
話
字
尽
と
節
用
築
||一つの改編の例をとおして
|!」

(『金
沢
大
法

文』 。
沼
田
・
2) 。
粕
谷
宏
「
石
川
雅
望
『
雅吾一言
集
覧』
の
出
版
経
緯
に
つ
い

て

||『
慶元
堂
書
記』
を
中心に
||」

(
日
大
『
語
文』
HH
昭
日
・
3) 。
v

関
学
関
係
で
は 、
蘭
学
資
料
研
究
会
編
「『
箕
作
院
甫』
の
研
究」
(
恩
文
閣 、

昭
日・
4)
H
分
担
執
筆
に
な
る
も
の 。
滝
川
義一
「
木
村
兼
蔑
堂
の
蘭
学
志

向
||経学を中心に
||」

(『
国
学
院
雑
誌』 、
田
19 、
昭
日・
9) 、
片
桐一

男
「
和
蘭
点
画
考
補
と
西
文
訳
例」
(『
青
山
大
文
学
部
紀
要』
四 、
昭
日
・

3) 、
杉
本
つ
と
む
「『
五
国
語
築』
の
小
察」
(『
解
釈』
M
1
2 、
昭
日
・
2)

そ
の
他
が
あ
る 。
訳
語
の
面
か
ら

追っ
た
も
の
に 、
岡
田
袈
沙
男
「
和
関
字
奨
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と
そ
の
音
訳
語
の
研
究」
(『
国
文
学研
究』
臼) 。
飛
田
良
文
「
訳
語
研
究
の

視
点」
(『
国
語
学』
山)
が
あ
る 。

乙
の
ほ
か
で 、
秋
吉
望
「
万
葉
集
附
属
語
に
あ
ら
わ
れ
た
語
意
識
に
つ

い
て」
(『
語
文
研
究』
HH・
必 、
昭
日・
6) 、
森三
枝
子
「
平
安
朝
の
歌
語

ーーその識別意識
il」

(『
椙
山
国
文
学』
2 、
昭
日・
2)
な
ど
の
意
識
は
体

系
な
の
か
規
範
な
の
か
で
扱
い
か
た
が
変
るべ
き
も
の 。
南
芳
公
「
接
尾
語
研

究
の
歴
史
||源氏物鰐古註における
議
十|」

(『
国
学
院
雑
誌』
m
lm 、
昭

M-
m)
は
「
め
く」
「
ば
み」
の
論 。
源
語
な
ど
の
研
究
史
関
係
は
多
い
が 、

関
係
分
の
中
で
は 、
安
田
章
「
源
語
研
究
史に
お
け
る
『
藻
坂
草』
の
位
置」

(
奈
良
女
大
『
叙
説』 、
昭
日-
m)
ほ
か
が
あ
る 。
立
川
夏
彦
「
け
り
が
つ
く

」
(『
国
語
国
文』 、
昭
日・
9)
も
慣
用
匂
成
立
の
背
景
を
証
す
る 。
ほ
か
に

拙
稿
「
国
語
史よ
り
見
た
る
古
註
釈」
(
熊
大
『
研
究
と
教
育』
7 。
昭
日・

1)。

占
J、

か
なづ
か
い
に
つ
い
て 。

迫
野
度
徳
「
藤
原
定
家
の
仮
名
遣」
(
品
時
喝餓
詩
文
玲
叢』 、
昭
日・
日)

は 、
定
家
の
仮
名
遣
の
原
点
を
問
う 。
結
論
と
し
て
は 、
定
家
が
旧
草
子
を
見

て 、
古
人
が
い
ろ
は
う
た
の
仮
名
を
区
別
し
て
い
る
ζ
と
を
知
り
(
見
旧
草
子

了
見
之) 、
独
自
に
文
字
の
使
い
分
け
を
実
行
し
た
が 、
む
し
ろ
使
い
分
け
に

主
眼
が
あっ
た
と
す
る
論 。
植
喜
代
子
「
藤
原
定
家
の
変
体
仮
名
用
法
に
つ
い

て」
(『
国
文
学
孜』
位 、
昭
日・
6)
は
定
家
の
か
な
文
字
遣
い
に
関
す
る
調

査
に
も
と
づ
く
研
究 、
「
美
し
H
か
り」
な
ど
の
二
語
意
識
な
ど
貴
重
な
結
論

で
あ
ろ
う 。
ほ
か
に
金
子
彰
「
親
鷲
の
仮
名づ
か
い」
(
同旬 、
昭
日・
1) 。

ク
リ
ス・
シ
!
リ
1
「三
組
の
仮
名
イ・
ヰ 、
エ・
ヱ 、
ヲ・
ォ 、
に
対
す

る
契
沖
の
観
念
に
つ
い
て」
(
大
阪
大
『
語
文』
話 、
昭
日-
m)
は
代
匠
記

で
は
こ
れ
ら
の
仮
名
を
発
音
上
の
区
別
と
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
が 、
説
明
上

の
混
乱
を
来
し
て 、
正
濫
抄
で
は
乙
の
考
え
を
放
棄
し
た
と
云
う 。
す
ぐ
れ

た
見
方
で
あ
る 。
青
木
恵
子
「
上
回
秋
成
の
仮
名づ
か
い
に
つ
い
て」(
東
洋
大

『
大
学
院
紀
要』
問 、
昭
日・
2)
は
霊
語
通
の
説
が
実
際
の
か
な
使
用
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を
見
る 。
林
義
雄
「
古
言
梯
の
成
立
と
開
板
を
め
ぐ

っ
て」
(『脚
絹
時祉
国
語
学
論
集』 、
昭
日・
2)
は 、
成
立
か
ら
開
板
ま
で

の
間
に
補
訂
が
行
な
わ
れ
た
点
を
証
す
る c

右
の
他
の
分
野
の
も
の
か
ら一
部
を
と
り
あ
げ
る 。
福
永
静
哉
「
韻
鏡
関
宮

の
『
六
対
十二
反
切
例』
に
つ
い
て」
(『
女
子
大
国
文』
問 、
昭
臼・
6)

〈
H一
連
の
関
奮
研
究
の一 、
未
完
V 。
稲
垣
正
幸
「
釈
文
雄
『
和
字
大
観
抄』

の
ア
ク
セ
ン
ト」

(
都
留
文
化
大
『
研
究
紀
要』
お 、
昭
日・
6) 、
白
木
進

「
か
た
乙
と
の
系
譜
(
そ
の一)」
(
梅
光
女
大
『
日
本
文
学
研
究』
u 、
昭
回­

U)
な
ど 。
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以
上
で
展
望
を
終
る 。
語
索
以
下
紙
幅
と
筆
者
の
能
力
も
あっ
て
題
目
の
並

列
と
なっ
て
し
まっ
た 。
他
に
と
り
あ
げ
るべ
き
論
考
の
見
落
し
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い 。
ま
た
見
当
ち
が
い
の
見
解
の
あ
る
や
を
お
そ
れ
る 。
御
寛
恕
の
ほ

ど
を
お
願
い
し
た
い 。
最
後
に 、
文
献
調
査
に
当っ
て 、
格
別
の
便
宜
を
は
か

つ
て
下
さっ
た
国
立
国
語
研
究
所
の
方々
の
御
好
意
に 、
衷
心
よ
り
謝
意
を
表

し
た
い 。

||
熊
本
大
学
教
授
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